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アワピの人工種苗放流事業は，全信lで行われている
が，マダカアワピ種苗の放流調査報告は，他のアワビ

と比較して少ない。著者らは，千倉町平E農地先でマダ
カアワピ人工種苗の放流調査を実施しており，一部回

JI~ した結果から，放流後の成長について若干の知見が

得られたので報告する。

放流種苗には， 1990年11月に採卵し，約2年4ヵ月

水産試験場で飼育したマダカアワビ種苗を用いた。放

流個数は12，500個で3群に分け，標識として色っきの

ピニール被覆銅線を呼水孔に全個体装着した(表 1，

2， 3)。

表1 実験i相場大型個体群(標識色:青)の個体測定結果

表2 実験漁場小型個体群(標識色:緑)の個体測定結果
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表3 海洋牧場3番放流群(標識色:黄)の個体測定結果

放流は， 1993年3月3日一4日に千倉町平磯地先の

水産試験場前実験漁場(以下，実験漁場という)と千倉

町南部i樹高海洋牧場平磯3番(以下， 1毎牧3番という)
の2ヵ所で実施した(図 1)。実験漁場は，水深 1-2

mで砂E業主体の転石場であり，コンクリートL型平板
(0.8XO.6XO.1m)を100枚設置しである。区域内の植

生は下草ではテングサ類が，大型海藻ではオオパモク

等のモク類が優先している。海牧3番は，水深4-6

mの転石場混じりの岩礁地帯であり， 1992年に千倉町

南部漁協が， 1，200枚のコンクリート平板(0.8XO.6X

0.1m)を30mX30mの範囲内に投入した造成漁場であ

る。区域内の植生は下草では，マクサ類が，大型i毎藻

ではアラメが優占している。

放流l土，スキューパ潜水で行った。実験漁場内では

コンタワート板が投入しである範囲内に，また，海牧

3番では，区域内の北側部分に放流した。

放流後の成長を調べるため，実験漁場において1994

年5月25日， 1995年4月24日に，海牧3番においては
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図1 放流場所の位置

①:実験漁場②:海洋牧場3番



標識放流したマダカアワピの放流後の成長と回収状況

1994年7月18日， 1995年4月6日に潜水して一部個体

を採捕し，殻長と体重を測定した。

なお，実験漁場放流分については， 1995年2月13-

14日に活水して区域内の全量回収を行った。また， 1995 

年5月より千倉町南部漁業協同組合に，平磯地先で水

揚げされるマダカアワビについて，標識の色，採捕場

所について日誌の記載を依頼した。なお，今回取り上

げなかった海牧3番のマダカアワビについては，組合

の採捕時である1996年夏に合わせて回収する予定であ

る。

1995年9月の実験漁場内の全量回収結果を表1から

表3に示した。大型個体群が228個(回収率6目9%)，小

型個体群が276個(回収率7.5%)であった。また，この

他に平磯地先の一般漁場で1995年漁期中に大型個体群

が74個，小型個体群が14~悶，海牧 3 番群が43個水揚げ

された。

回収個体の平均殻長および平均体重は大型個体群が

110.7皿， 184.3 g，小型個体群が101.9mm， 135.3 gで

あったo試験期間中の各放流群の殻長の変化を図2に

示した。殻長の増加量は，実験漁場内の大型倒体群と
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図2 各放流群の殻長変化

0:実験漁場大型伺体群 A 実験漁場小型個体群
口・海牧3香群 ト一一--1は標準偏差を市す
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小型個体群の成長は， Iまぼ同じであったが， i毎牧3番

群は免験漁場の2群と比較して成長が良かった。また，

放流後のl肥満度の変化を図3に示したが，各群とも放

流後の平均肥満度は1.1から1.2の範囲内にあり特に差

は認められなかった。
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図3 各放流群の肥満度の変化

0:実験漁場大迫個体群ム:実験漁場小型個体群
口.海牧3番群 ト一一→は標準偏差を示す

京肥満度=体重/殻長3 XI04で計算した

今後は，予定している1996年漁期中の一般漁場内に

おける水揚げ記録および海牧3番の回収結果と合わせ

て，マダカアワピの放流後の成長，移動，回収率等に

ついて明らかにしたいと考えている。


